
　

本
当
に
出
会
い
が
出
会
い
を
呼
び
、

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
こ
と
を
生
み
出

し
て
く
れ
ま
す
。
実
は
約
２
年
前
に
奈

良
県
斑
鳩
町
か
ら
突
然
来
客
が
あ
り
ま

し
た
。
大
叔
父
の
孫
娘
に
あ
た
る
Ｋ
さ

ん
で
し
た
。「
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
が

中
里
の
お
墓
参
り
に
き
ま
す
」
と
い
う

こ
と
で
「
へ
ー
っ
！　

奈
良
県
に
親
戚

が
あ
っ
た
の
か
？
」
と
驚
き
で
し
た
。

　

今
年
も
６
月
に
来
ら
れ
た
の
で
、
夫

婦
同
士
夕
食
を
共
に
し
ま
し
た
。
宴
は

盛
り
上
が
り
、
誇
り
あ
る
清
瀬
話
を
た

っ
ぷ
り
と
し
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
何

と
！　

帰
っ
て
か
ら
間
も
な
く
し
て
メ

ー
ル
が
来
て
、「
法
隆
寺
の
大
野
管
長

が
清
瀬
市
長
の
話
を
聞
き
た
い
と
の
こ

と
で
す
」と
の
こ
と
で
し
た
！　

え
っ
、

法
隆
寺
の
管
長
が
？　

実
は
び
っ
く
り

し
た
こ
と
に
親
戚
の
Ｋ
さ
ん
は
管
長
さ

ん
と
親
し
い
間
柄
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
は
大
変
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ

と
思
い
、
７
月
24
日
に
法
隆
寺
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
太
子
の

清
瀬
市
長

末ま
つ
え
い裔
の
文
室
秋
津
が
833
年
に
悲
田
処
を

清
瀬
野
塩
に
開
設
し
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
、
そ
の
流
れ
が
昭
和
６
年
に
東
京

府
知
事
の
要
請
に
よ
り
亡
国
病
と
極

め
て
恐
れ
ら
れ
た
結
核
病
院
を
開
設

し
、
今
で
は
結
核
研
究
所
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
研

究
所
が
結
核
か
ら
世
界
を
守
っ
て
い
る

こ
と
、
清
瀬
に
は
日
本
社
会
事
業
大
学

が
あ
り
聖
徳
太
子
に
つ
い
て
の
講
義
が

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
太
子
の
教
え
を
実

践
す
る
上
宮
会
の
特
養
老
人
ホ
ー
ム
に

は
、
上
宮
太
子
（
聖
徳
太
子
の
別
称
）

像
が
あ
る
こ
と
」
な
ど
な
ど
、
２
時
間

ほ
ど
会
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
の
世
界
遺
産
第
１
号
で
あ
る
法

隆
寺
の
管
長
に
清
瀬
で
講
話
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
来

て
く
だ
さ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

人
生
は
出
会
い
で
す
。
皆
さ
ん
、
楽

し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
あ
っ
！　

市
長
さ
ん
、
今
、
市
長

さ
ん
の
話
を
し
て
い
た
の
よ
」「
若
い

か
ら
ま
め
だ
ね
、
と
ほ
め
て
い
た
ん

だ
」。
偶
然
通
り
か
か
っ
て
、
ひ
ま
わ

り
を
見
物
し
て
い
た
松
本
さ
ん
と
ひ
ま

わ
り
畑
農
家
の
新
井
さ
ん
が
話
し
か
け

て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
う
れ
し
い
瞬

間
で
し
た
。

　
「
人
生
の
旅
の
途
中
に
は
大
事
な
人

と
の
出
会
い
が
必
ず
待
っ
て
い
て
く
れ

る
。
だ
か
ら
、
一
寸
先
が
闇
の
道
で
も

夢
や
希
望
を
失
う
こ
と
な
く
歩
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
さ
。
平
成
４
年
初

春　

金
太
郎
君
の
為　

教
之
書
く
」。

か
つ
て
、
池
上
本
門
寺
の
坊
さ
ん
が
書

き
初
め
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
ん
な

こ
と
も
あ
っ
て
、
生
き
る
喜
び
は
人
と

人
と
の
出
会
い
の
な
か
に
あ
る
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

27・9・15 ２

　日本年金機構の個人情報流出について、年金事務所や市
から本人宛てに電話することはありません。年金事務所や
市職員を名乗る電話にはご注意ください！

市
内
小
・
中
学
生
の
俳
句
を
紹
介

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
か
ぶ
と
虫
メ
ス
の
と
り
あ
い
は
げ
し
い
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
谷　

麟
太
朗

　
（
評
）
か
ぶ
と
虫
は
夏
の
昆
虫
の
代
表
選
手
で
、
清
瀬
の
子
ど
も
俳
句
で
も
た
く
さ
ん
作
品
に
な
り
ま
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
姿
や
力
強
さ
と
捉
え
た
も
の
。
こ
ん
な
ふ
う
に
俳
句
に
し
た
の
は
初
め
て
か
な
。

俳
句
は
発
見
が
第
一
で
す
。

●
山
の
ぼ
り
つ
か
れ
た
あ
と
の
氷
水�

水
久
保　

柊
斗

　
（
評
）
四
季
鮮
や
か
な
日
本
の
季
節
感
を
ま
と
め
た
も
の
が
俳
句
の
季
語
で
、
そ
の
季
語
の
持
っ
て
い
る

「
感
じ
」
が
ど
う
伝
わ
る
の
か
が
俳
句
の
い
の
ち
。
こ
の
句
は
、
上
五
中
七
に
よ
っ
て
下
五
の
季
語
の
気
持

ち
良
さ
を
見
事
に
表
現
。

●
た
な
ば
た
の
夜
は
い
つ
も
と
ち
が
う
よ
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

心
温

　
（
評
）「
七
夕
」
は
日
本
の
「
た
な
ば
た
つ
め
」
信
仰
と
中
国
の
牽
牛
・
織
女
の
「
星
祭
」
の
風
習
が
合

体
し
た
行
事
。
旧
暦
ベ
ー
ス
で
秋
の
季
語
。
こ
の
句
は
願
い
の
夜
の
特
別
感
を
素
直
に
捉
え
て
成
功
し
ま

し
た
。
う
ん
、
確
か
に
ね
。

●
流
星
群
願
い
事
乗
せ
ど
こ
へ
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
山　

大

　
（
評
）
流
星
、
流
れ
星
は
秋
の
季
語
。
消
え
る
ま
で
に
願
い
事
を
す
れ
ば
・
・
・
と
い
う
こ
と
で
、
多
く

の
人
の
多
く
の
願
い
を
乗
せ
た
流
星
群
。
で
も
、消
え
た
後
は
ど
こ
へ
行
く
の
、と
い
う
作
者
の
一
種
の
ユ
ー

モ
ア
セ
ン
ス
に
１
票
。

選
評
＝
石
田
波
郷
俳
句
大
会
実
行
委
員
会

※
今
回
の
俳
句
は
、清
明
小（
５
年
生
）で
行
っ
た「
出
前
俳
句
教
室
」か
ら
の
選
句
で
す
。

　身近なイベントや、まちかどの
話題を皆さんから募集しています。

清瀬の自然を守る会が「東京都公園協会賞」を受賞

「清瀬カップ高校女子サッカー大会（清瀬市長杯）」を開催

自然を守る会会長の富田さ
ん（左）と渡邉さん

ボールを奪い合う選手たち

　６月 21 日、市内の保全地域などの自然
を守り管理作業などの活動を行っている
「清瀬の自然を守る会」が、「東京都公園協
会賞」を受賞しました。
　この賞は、東京を緑豊かな都市にするた
め、「緑と水」の普及啓発に協力した市民
などから、技術・論文・実施記録及び報告
・ボランティア活動の 4部門で作品を公募
し、優れたものを表彰するものです。
　清瀬の自然を守る会は、『河畔林の保全
活動を続けて～「水と緑」の間で～』が、
40 年間続けた先進的な活動で優れたもの
と高く評価され、ボランティア部門で奨励
賞を受賞しました。

　８月18日・19日、十文字学園女子大学（埼
玉県新座市菅沢二丁目）及び下宿第三運動
公園サッカー場などを会場に、「第 1回清
瀬カップ高校女子サッカー大会（清瀬市長
杯）in 十文字」が行われました。
　この大会は、清瀬地域を女性スポーツの
中心として発展させるとともに、女子サッ
カーの健全なる普及に広く寄与し、高校女
子サッカーチームの交流を深めることを目
的としています。当日は、多数の強豪チー
ムが集まり熱戦が繰り広げられ、渋谷市長
は、「市では、十文字学園女子大学・同短
期大学部と相互協力協定を締結しており、
これを機に清瀬市を女子サッカーのまちと
してもピーアールし、大会をいずれは大き
いものにしたい」との言葉を述べました。

　「まちかどニュース」「がんばりすと」への投稿を募集しています。
応募方法　1 日号・15 日号ともに掲載希望号の 1 か月前（ い ず れ も必
着）までに、写真（データが望ましい）に説明（いずれも 150 字程度）を
添えて、住所・氏名・電話番号を記入し、直接または郵送、メールで
秘書広報課広報広聴係☎ 497・1808 へ

講座番号・講座名 日時 内容など

①真田幸村は
どんな人だったか

11 月５日・19 日・26 日の
木曜日午後２時～４時

（全３回）

2016 年の大河ドラマの主人公について学びます。
最終回は当時の総決算として「お江の時代」。
定員　60 人
講師　山岡昭氏

②歌声喫茶
12 月 2 日・16 日・平成 28 年

1 月 6 日 ・20 日の水曜日
午後２時～４時（全４回）

当時の歌を皆で楽しく歌います。
定員　120 人
講師　島袋良彦氏
費用　１回 50 円（お茶代・当日集金）

③おりがみ
12 月 11 日・18 日、平成 28
年１月８日・15 日の金曜日
午後２時～４時（全４回）

季節にちなんで、基本から応用まで。
定員　33 人
講師　石井静子氏
費用　500 円（４回分・事前集金）

④人生の整理を
考える

平成 28 年１月 12 日・19 日の
火曜日午後２時～４時

（全２回）

相続税・贈与税や遺言書の書き方を学ぶ。
定員　55 人
講師　金融広報アドバイザー　中島典子氏

⑤落語講座
平成 28 年２月 12 日・19 日・

26 日、３月４日の金曜日
午後２時～４時（全４回）

座学や稽古で落語について学ぶ。落語鑑賞も。最
終回は「清瀬寄席」を開催！　人前で演じよう。
定員　50 人
講師　社会人落語家・三遊亭圓塾　平井幸雄氏

⑥家系図作成講座
平成 28 年１月 31 日、２月

14 日・21 日、３月６日の日曜
日午後２時～４時（全４回）

家系図の作り方、戸籍以上の先祖調査方法、姓氏・
名字・家紋について学ぶ。 
定員　40 人
講師　行政書士・姓氏研究家　萩本勝紀氏

講座日程表

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
55
歳

以
上
の
シ
ニ
ア
の
方

定
員
・
日
時
・
内
容
な
ど　

下
表

の
と
お
り（
応
募
者
多
数
の
場
合

抽
選
。
結
果
は
10
月
20
日
㈫
ま
で

に
発
送
予
定
）

場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

申
込
み　

９
月
30
日（
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
１
人
に
付
き
１
枚
の
往

復
は
が
き
に
左
記
載
例
の
と
お
り

記
入
し
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
495
・
７
０
０
１
へ�

平成 27 年度清瀬シニアカレッジ（後期）参加者募集

※記載内容に不備がある場合は、受け付け
できないことがあります。ご注意ください。

　

水
の
特
性
を
生

か
し
て
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
か
ら
だ
づ

く
り
を
し
ま
し
ょ

プ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

土
曜
窓
口
・
自
動
交
付

機
お
休
み
の
お
知
ら
せ

声
の
た
よ
り
の
ご
利
用
を

　

10
月
３
日
㈯
の
市
民
課
土
曜

窓
口
、
10
月
４
日
㈰
・
５
日
㈪

の
自
動
交
付
機
は
、
運
用
保
守

の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課
住
民
係
☎

497
・
２
０
３
７

　

視
覚
障
害
者
の
方
や
高
齢
な

ど
の
理
由
で
、
市
報
な
ど
を
読

む
の
が
困
難
な
方
向
け
に
、
そ

れ
ら
を
音
訳
し
た
「
声
の
た
よ

り
」
の
Ｃ
Ｄ
を
無
料
で
お
届
け

し
て
い
ま
す
。
清
瀬
市
の
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
入
手
で
き
る
Ｃ

Ｄ
を
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ�　
秘
書
広
報
課
広
報

広
聴
係
☎
497
・
１
８
０
８

う
。

対
象　

清
瀬
市
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
。
先
着
30
人
（
初
め

て
の
方
優
先
）

日
時　

10
月
5
日
㈪
・
19
日
㈪
、
11

月
２
日
㈪
午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
３
日
間
コ
ー
ス
）

場
所　

セ
ン
ト
ラ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク

ラ
ブ
清
瀬
（
元
町
一
丁
目
）

持
ち
物　

水
着
・
ス
イ
ム
キ
ャ
ッ
プ

・
タ
オ
ル
・
飲
み
物
な
ど

※
メ
ガ
ネ
・
貴
金
属
類
の
着
用
は
で

き
ま
せ
ん
。
治
療
中
の
方
は
医
師
の

同
意
が
必
要
。

申
込
み　

９
月
15
日
か
ら
電
話
で

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係
☎
497
・

２
0
７
６
へ


